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現
金
通
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膨
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榔
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日兄
-
吉
田

苑

産
物
曾
所
に
つ
い
て

ー
安
政
三
年
の
幕
府
産
物
合
所
に
闘
す
る
上
申
書
|

本
庄
峠
栄
治
郎

私
は
本
誌
摘
々
坊
に
於
ピ
寓
延
元
年
の
幕
府
産
均
台
所
設
た
計
費
に

つ
い
て
逃
べ
た
が
、
外
同
事
件
書
類
雑
纂
中
の
「
沿
海
御
取
締
見
込
書
」

戸
潟
本
)
に
も
幕
府
の
産
物
曾
所
の
こ
と
が
論
サ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尤
之
は

「
大
目
木
古
文
書
」
幕
末
外
闘
関
係
文
書
之
十
回
、
六
。
九
頁
以
干
に

「
七
月
海
防
掛
の
目
付
上
申
書
(
?
〉
卓
也
中
へ
滑
海
取
締
商
法

改
正
等
の
件
」
の
標
題
の
下
に
収
載
き
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
所
論
の
骨

子
を
な
す
色
の
は
所
謂
産
物
曾
所
で
あ
る
か
ら
、
安
に
そ
の
内
容
を
紹

介
し
ゃ
う
。
品
川
右
の
潟
本
、
と
活
字
本
と
や
校
合
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、

誤
字
誤
植
を
互
に
訂
正
し
得
る
黙
が
・
少
〈
な
い
。

K
申
書
の
冒
頭
に
は
『
去
定
年
大
船
製
造
御
差
売
被
仰
山
、

奮
来
之
御
僚
目
御
改
被
遊
候
は
、
会
御
時
勢
同
型
通
之
御
英
断
に

産
物
舎
所
じ
っ
レ
て

て
、
却
て
印
刷
宗
の
御
遺
士
山
に
被
篤
叶
候
御
儀
に
可
有
御
座
』
と

る
っ
て
、
大
舶
製
造
の
解
禁
、
印
ち
胞
法
を
破
る
こ
と
が
、
時

勢
礎
通
の
英
断
で
あ
り
、
却
て
楓
先
の
遺
志
に
叶
ふ
所
以
で
あ

る
と
説
い
て
ゐ
る
こ
止
は
注
意
す
べ
き
で
る
ら
う
。
尤
嘉
永
六

年
邸
ち
丑
年
に
大
舶
の
製
法
を
許
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寅
年

と
あ
る
は
訣
り
で
あ
ら
う
。
而
し
て
従
来
大
船
製
遁
禁
止
の
下

に
於
て
海
路
運
靖
、
諸
侯
参
観
交
代
、
共
他
の
仕
組
が
出
来
上

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
大
仙
脂
製
法
が
質
現
せ
ば
「
千
里
一
息

り
乙
悦
相
聞
.

米11

i~ 

i~， 

)![l 
jjご
tHF 
H防
1耳
Mi 
等
iF 

'''， iF 

之
儀
に
有
之
』
.
従
っ
て
膏
来
の
仕
法
の
ま
ミ
で
は
、
徒
者
を
捕

ふ
る
訟
を
以
て
騎
馬
の
者
を
姉
へ
ん
と
す
る
が
如
き
も
の
で
あ

り
、
不
取
締
の
と
と
が
績
出
す
る
で
あ
ら
う
。
牌
東
大
船
製
造

が
成
叫
ん
と
な
ら
ば
、
諸
家
は
勿
論
三
都
の
商
人
を
始
め
其
他
大

般
所
持
の
者
共
の
み
犬
利
を
専
に
し
、
公
儀
御
待
筋
は
珊
も
な

き
の
み
ゑ
ら
Ar
、
海
上
不
取
締
に
陥
り
、
後
々
は
如
何
と
も
す

べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
の
て
之
に
照
や
る
た
め
従
来

の
仕
法
に
大
鍵
草
を
試
む
る
に
非
れ
ば
、
蹴
法
を
改
め
大
般
製

訟
を
許
し
た
放
同
市
も
友
い
こ
v
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
た
い
。

第
四
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三
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産
物
舎
所
に
つ
い
て

ーー

か
〈
の
如
く
犬
航
製
法
解
禁
の
大
焚
革
に
舷
や
る
た
め
、
従

来
の
仕
法
を
改
む
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
先
づ
第
一
に

「
御
園
地
沿
海
極
製
之
港
々

b
、
通
舶
改
合
所
諸
薩
物
命
日
所
粂

仰
取
立
」
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
江
戸
を
始
、
携
州
大
幅
供
、

兵
庫

泉
州
明
、

Iil". 
1'111 

-長
lしす

陪
城
山
島
、
越

長
州
下
之
閥
、

前
敦
賀
、
越
後
斯
問
、

i
1
:ー
-

H
z
r
坊
巨

民
州
一
4
↓ι
宅
，
平
川
下
組

銚
子
、

伊
豆
下
回
、
志
州
鳥
羽
、

私
領
之
分
は
役
所
合
所
取
立

て
た
る
地
だ
け
奉
行
預
代
官
支
配
所
と
す
る
。

(4)
尤
江
戸
入
津
の
舶
は
従
来
浦
賀
に
て
舶
改
を
や
っ
て
来

た
か
ら
、
結
改
は
そ
れ
に
宛
て
、
産
物
舎
所
は
江
戸
へ
取
建
て

る
乙
と
と
し
、
遺
々
は
浦
賀
番
所
を
横
演
造
へ
移
し
合
所
を
袋

る
や
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

(
ロ
)
江
戸
よ
り
出
向
く
般
は
合
所
よ
り
浦
賀
迄
手
形
遣
し
海

舶
問
屋
は
品
問
所
附
属
の
も
の
と
し
、
荷
物
積
込
、
鮮
姉
之
株
を

問
屋
へ
引
受
さ
せ
、
改
め
は
合
-
州
よ
り
詮
交
を
差
出
し
浦
賀
迄

の
改
料
は
納
め
ざ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
右
浦
賀
商
姑
改
か
は
従

来
通
り
と
す
る
。

第
四
十
コ
一
審
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披
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(
ハ
)
奉
行
持
の
揚
所
は
‘
是
迄
そ
の
地
方
に
て
問
屋
た
り
し

者
を
舎
所
御
用
途
と
し
、
御
勘
定
方
御
目
付
方
等
交
代
に

τ相

詰
め
、
共
地
に
て
荷
物
を
買
取
り
横
山
ず
舶
は
送
付
批
憎
ま
で
の

浦
誰
文
を
差
出
す
こ
と
。

(
エ
)
浦
44W
丈
あ
る
舶
は
倉
崎
川
に
て
引
交
け
袋
一
牛
の
取
扱
を
友

す
こ
と
、
即
ち
従
来
は
汲
め
引
交
問
川
区
へ
引
入
品
川
な
き
も
の
は
激

、ゲ日川乱
υ

純日
E
J
d
d
p
己

結
P
U
緒
川
汁
た
る
ま
他
に
買
取
り
、
買
入
の

場
合
も
・
不
意
の
般
へ
は
高
値
に
由
民
渡
す
等
の
弊
あ
り
し
も
、

か
く
の
如
き
こ
と
な
き
ゃ
号
取
扱
ふ
と
と
ョ

(
ホ
)
す
ぺ
て
宛
所
の
港
へ
入
津
し
た
る
と
き
は
、
舎
州
に
て

浦
詮
文
印
鑑
を
引
合
せ
、
用
建
仲
間
貝
等
に
て
取
引
を
た
し
惣
勘

定
の
際
一
一
分
の
口
銭
を
納
め
し
め
る
。
即
ち
入
津
の
後
、
取
引

出
来
の
上
、
寅
上
高
の
二
八
刀
を
枕
と
し
て
上
納
せ
し
め
る
と

と
。
ま
た
一
噴
出
の
場
合
も
、
共
地
の
責
主
よ
り
二
分
の
税
を
上

納
す
る
こ
と
。
か
く
す
れ
ば
従
来
の
問
屋
口
銭
の
外
に
二
分
の

増
と
な
り
、
荷
主
迷
惑
す
ぺ
き
様
に
も
見
え
る
が
、
諸
物
一
花
値

段
、
運
賃
等
も
制
ぺ
を
き
、
品
目
所
に
て
拍
手
作
.
配
し
.
入
品
仲
次
第
時
日

を
移
さ
や
取
引
し
得
る
や
う
に
取
計
へ
ば
、
取
引
出
来
迄
に
従

後に松前のことを論ぜる僚に「日銀」の揺を以て「干~;WI意味に使用してゐ品。
この場合も引摘いて述べてゐる二分の枕のことを:削まする色のと凡て差支な
L 、。
* 



来
問
屋
仲
買
犬
勢
集
り
酒
色
に
故
せ
し
費
用
甚
だ
多
く
荷
主
の

負
捲
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
弊
が
友
〈
友
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二

分
の
稔
を
出
し
て
も
強
ち
荷
主
の
迷
惑
と
も
な
る
ま
い
。

従
来
函
館
松
前
等
へ
諸
園
よ
り
蝦
夷
地
産
物
積
取
の
た
め
入

津
せ
し
般
に
勤
し
米
・
砂
糖
・
締
・
木
綿
・
太
物
・
酒
共
外
積
込
の

石
高
に
臆
じ
、
沖
之
口
役
所
に
で
領
主
及
問
屋
へ
一
一
分
宛
を
納

め
さ
せ
、
共
後
領
主
ヘ
三
分
、
.
問
屋
ヘ
二
分
、
都
合
五
分
と
し

最
近
は
ニ
分
宛
卸
ち
四
分
を
徴
牧
し
て
を
る
有
様
で
あ
っ
、

H
K

崎
表
へ
唐
蘭
物
仕
入
の
た
め
商
人
人
込
み
し
場
合
も
従
来
多
分

の
税
を
納
め
さ
せ
て
ゐ
る
例
が
あ
る
か
ら
、
有
の
如
く
す
る
も

差
支
な
か
ら
う
。

(
へ
)
更
に
問
屋
に
は
株
札
を
興
へ
株
道
上
を
謀
す
る
と
と
と

し
た
い
。
乙
れ
亦
一
見
迷
惑
の
ゃ
う
で
も
あ
る
が
、
是
迄
の
問

屋
に
改
め
て
株
札
を
渡
し
、
共
等
の
者
へ
品
問
所
御
用
達
を
命
令

る
こ
と
と
せ
ば
、
柳
の
運
上
金
に
て
株
式
も
永
久
確
立
す
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、

一
同
有
り
難
く
承
服
す
る
で
あ
ら
う
。
共
上

目
下
古
株
俄
株
等
に
て
彼
此
混
雑
し
、
a畢
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て

ゐ
る
弊
容
も
、
自
然
止
む
で
あ
ら
う
。
問
屋
側
で
も
天
保
十
二

産
物
合
所
に
つ
い
て

年
以
前
の
如
く
公
然
株
式
を
認
め
ら
札
御
川
一
連
等
の
名
目
を
調
印

る
こ
と
を
欲
し
て
ゐ
る
。

(
ト
)
尤
山
民
主
が
金
子
調
達
し
雑
き
揚
合
は
合
所
よ
り
貸
渡
し

融
通
す
る
こ
と
と
す
る
。
と
の
貸
金
は
合
所
御
則
違
よ
り
問
さ

し
め
一
割
の
利
子
を
徴
す
る
③
治
て
合
同
所
金
増
殖
せ
し
場
合
は

政
府
よ
り
差
加
金
を
な
し
、
商
法
融
通
宜
し
き
ゃ
う
に
せ
ば
兆
一

だ
使
利
で
あ
る
。
尤
舎
周
の
あ
る
捲
々
の
取
引
は
偽
替
手
形
を

ユご
t
r，
世
一
吋
ラ
り

9
.

1
4
k
f
1
v
E
l
 
正
一
コ
一
高
う
収
川
川

y
o
F主
E
U
H
h
R
る
L7

1
l
y戸
U
E
F
-
-
一一

l
q
l
f
r
，
A

け
で
あ
る
。

(
チ
)
ず
ぺ
て
曾
所
の
円
借
金
は
役
人
の
手
営
を
差
引
、
獲
高
は

大
船
製
造
、
大
砲
小
銃
銭
立
、
武
備
筋
文
勝
一
・
筋
の
用
迭
に
営
亡

共
徐
は
御
救
助
筋
、
図
産
開
変
、
工
作
物
等
の
入
用
、
蝦
夷
地

南
嶋
開
拓
に
肘
ぴ
、
そ
の
徐
分
を
金
蔵
に
牧
め
る
こ
と
。
日
本

周
海
各
地
取
引
高
俄
り
に
五
千
高
耐
と
見
積
、
二
分
の
税
と
し

て
百
高
一
刷
、
役
人
手
営
二
高
四
千
一
剛
(
曾
所
役
人
は
可
成
少
人
数

と
し
、
主
役
方
上
役
二
人
下
役
二
人
、
立
合
B
上
役
二
人
下
役
二
人
、

上
役
は
一
人
凡
a

一
百
金
、
下
役
は
凡
百
雨
と
し
、
周
海
十
五
ケ
所
と
し

て
都
合
二
万
四
千
雨
)
見
姻
り
役
人
手
営
六
千
雨
、
差
引
日
住
金
九

第
四
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三
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産
物
合
所
に
つ
い
て

十
七
高
岡
、
と
れ
を
武
器
・
文
武
・
開
拓
の
費
用
に
充
て
る
と
と

と
す
る
。

(
リ
)
こ
れ
ま
で
屑
蘭
物
を
は
じ
め
、
錦
・
金
繍
・
純
子
・
夫
驚
賊

紛
緬
・
初
二
重
・
共
外
高
債
の
口
刊
は
、
難
破
肋
弁
に
船
中
不
取
締

等
の
心
配
も
少
く
な
か
っ
た
か
ら
、
陸
上
を
駄
迭
し
、
従
て
運

貨
も
舵
貨
に
比
し
五
六
倍
も
か
L
り
取
引
直
段
も
自
ら
高
額
と

な
つ
か

-n、
'
h
h

、防
V
Zナ
ノ
毎
ト
h

り
日
以
指
日
μ
j
m
b勺

J.ldr=

・
;
?
-
J
4川
rJtur--斗
J
-
じ
よ
&
申

Z
』」

h
J
F
i
E

て
は
然
る
べ
き
武
士
を
も
同
乗
せ
し
め
、
海
路
輪
迭
の
安
卒
一
が

認
め
ら
る
誌
や
う
に
左
れ
は
、
高
債
の
日
間
も
残
ら
や
大
船
に
で

運
輸
し
、
債
も
格
別
に
減
じ
、
捌
け
方
も
よ
く
友
り
、
共
等
の

運
漕
が
盛
に
な
る
に
従
ひ
、
外
園
取
引
密
貿
易
の
弊
は
盛
ん
と

な
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
是
非
共
首
時
の
商
法
を
改
め
、
産
物
合

所
を
設
置
せ
宇
し
て
は
相
叶
ひ
難
き
儀
で
あ
る
a

(
又
)
思
ふ
に
入
津
取
引
多
き
揚
所
は
、
江
戸
・
大
坂
・
兵
庫
・
長

崎
・
函
館
で
あ
る
が
、
長
崎
・
函
館
は
従
来
の
法
規
も
る
る
か

ら
之
を
改
む
れ
ば
足
る
が
、
大
坂
・
兵
庫
・
江
戸
は
差
省
り
舵
改

合
所
を
取
建
て
、
是
迄
の
問
屋
の
者
共
へ
株
札
を
下
さ
れ
、
御

用
達
商
法
改
E
掛
と
い
ふ
名
稽
を
興
ふ
れ
ば
大
に
問
自
を
施
し
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税
法
等
の
儀
に
付
、
更
に
異
議
を
挟
む
こ
と
も
た
い
で
あ
ら
う

か
ら
、
す
べ
て
積
込
積
出
貿
荷
仲
買
取
引
高
に
感
じ
二
分
の
税

を
と
り
、
賞
八
万
は
御
間
建
共
の
質
曲
四
位
一
寸
最
寄
よ
ろ
し
き
揚
所
を

俄
り
に
御
役
所
に
定
め
を
き
、
迫
々
遁
首
の
地
を
港
み
益
金
の

う
ち
よ
り
合
所
を
取
建
て
る
こ
と
し
し
し
た
い
。

{4)幕
府
の
用
船
は
恒
要
の
間
鋼
所
に
お
け
る
A
M
M

所
御
用
法
に

預
け
世
き
、
非
常
の
節
は
御
用
を
勤
む
べ
き
こ
と
を
仰
波
さ
れ

卒
常
は
御
用
達
共
諸
国
街
物
積
取
に
用
ひ
し
め
、
産
物
手
庚
に

取
集
め
、
銘
k

利
潤
を
得
さ
せ
、
御
船
預
り
冥
加
と
し
て
百
石

に
付
金
三
十
雨
、
千
石
に
付
三
百
雨
納
め
し
め
る
。
尤
廻
米
共

外
御
用
品
は
無
貨
に
て
運
送
せ
し
め
、
警
衛
ω

案
針
役
等
は
常

例
通
り
用
達
よ
り
賄
ふ
乙
と
と
し
た
い
。

(
ロ
)
諸
侯
の
手
般
に
て
畏
荷
積
込
の
分
は
舎
所
へ
差
出
し
買

高
に
膝
じ
二
分
の
枕
を
納
め
る
。
蔵
屋
敷
へ
積
込
み
販
貰
し
来

り
し
向
へ
は
是
迄
の
石
高
を
調
ぺ
、
役
人
立
合
、
一
分
の
税
を

納
め
し
め
る
、
若
し
是
迄
税
来
り
し
高
に
超
過
せ
し
分
は
、
常

例
の
二
分
の
殺
を
課
す
。
尤
買
主
が
現
金
に
て
納
税
し
難
き
揚



合
は
民
主
へ
貸
金
と
な
し
償
は
せ
る
と
と
。

諸
侯
が
手
舶
を
以
て
す
る
貝
荷
蓮
送
、
弁
に
悲
観
交
代
と
も
、

最
寄
の
浦
A

町
田
所
に
て
取
扱
ふ
こ
と
、
印
ち
図
-
子
乞
出
帆
し
て
最

寄
合
所
あ
る
場
所
へ
一
と
先
入
浴
し
、
買
荷
物
の
改
を
受
け
、

浦
鐙
文
を
受
取
、
出
帆
す
る
こ
と
、
参
親
交
代
御
岐
の
簡
は
、

積
載
せ
し
武
器
頒
を
周
出
高
と
引
合
せ
、
浦
賀
大
坂
二
ケ
所
に

て
改
め
る
と
と
と
す
る
。

四

(4)
山
方
よ
り
駄
訟
に
て
合
同
所
〈
‘
君
臨
す
八
万
は
、
地
廻
り
国
民

取
井
に
買
積
船
引
合
と
も
曾
所
に
て
直
組
し
、
費
高
に
膝
じ
二

分
の
税
を
納
め
さ
せ
る
。
遁
々
は
上
州
桐
生
、
野
州
足
利
、
甲

州
郡
内
、
武
州
八
王
子
、
秩
父
等
縞
市
あ
る
揚
所
へ
曾
所
を
取

建
て
、
共
地
の

.R農
業
豪
の
も
の
共
へ
問
屋
株
を
許
し
、
御
用

逮
を
仰
付
け
、
江
戸
へ
積
送
り
、
江
戸
合
所
に
て
仕
切
相
立
ち

次
第
賀
高
に
臆
じ
三
分
の
稔
を
納
め
し
め
る
。
右
は
駄
貨
を
舎

一
分
の
増
税
に
で
も
、
銘
K

が
荷
物
を

所
よ
り
差
出
ず
に
付
、

選
出
し
駄
賃
を
燐
ふ
よ
り
は
鉾
利
で
あ
る
と
い
ふ
。

近
年
山
方
の
揚
所
々
々
へ
上
方
の
豪
商
井
に
部
下
の
大
庖
よ

産
物
曾
所
日
つ
い
で

り
山
川
張
買
入
所
を
設
け
、
安
直
段
に
買
締
を
友
ず
風
が
あ
る
。

士
民
も
運
賃
を
掛
け
て
江
戸
へ
積
出
し
問
屋
ど
も
に
拒
絶
せ
ら

る
L
よ
り
も
、
利
径
は
薄
く
と
も
安
心
で
あ
る
か
ら
損
失
に
五

る
場
合
で
も
寅
り
放
つ
こ
と
が
る
る
ゃ
う
で
る
る
。
甲
州
郡
内

の
織
物
等
も
大
塚
商
人
が
団
張
所
を
設
け
、
多
く
買
締
、
上
方
一

へ
上
せ
J
江
戸
支
へ
は
却
て
上
方
か
ら
高
債
に
な
っ
て
積
下
♂

れ
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
上
遁
の
絹
布
命
日
所
の
如
き
も
の
が
出

来
れ
ば
、
右
の
弊
を
防
ぎ
政
府
の
一
利
谷
と
も
な
り
下
民
も
便
宜

に
訟
L
難
布
凹
附
ふ
と
と
で
あ
ら
お
ノ
コ

(
ロ
)
諮
問
四
法
境
の
産
物
に
て
農
聞
の
仕
事
に
て
仕
立
亡
た
口
聞

は
す
べ
て
長
寄
の
曾
所
へ
差
出
さ
せ
預
り
を
き
、
凡
の
見
積
額

の
二
分
一
を
無
利
息
に
て
貸
輿
へ
、
取
引
出
来
次
第
、
代
金
を

渡
す
こ
と
と
せ
ば
諸
民
救
助
と
も
た
り
、
私
領
等
に
で
も
使
利

で
あ
ら
う
。
尤
農
民
が
耕
作
の
徐
収
に
作
り
し
製
品
は
責
主
税

を
課
せ
宇
、
農
民
よ
り
買
集
め
持
出
し
た
者
は
荷
主
へ
渡
し
次

第
、
定
式
の
税
を
課
す
る
と
と
と
し
た
い
。

右
の
議
境
農
薬
徐
暇
の
産
物
は
積
出
そ
の
他
の
手
数
を
厭
ひ

好
商
へ
安
直
に
買
取
ら
る
土
弊
も
あ
る
か
ら
、
曾
所
へ
持
出
さ

第
四
十
三
巻
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産
物
含
所
に
つ
い
て

し
め
、
公
平
の
仕
切
相
場
に
て
買
上
ぐ
る
と
と
と
せ
ば
、
下
民

の
心
を
得
る
の
み
な
ら
宇
、
領
主
へ
の
年
貢
未
納
等
も
少
く
友

り
、
芳
如
、
領
主
も
使
利
、
と
す
る
で
あ
ら
う
。

五

之
を
要
す
る
に
、
組
法
を
忍
守
せ
ざ
る
こ
と
が
、
却
で
時
勢

に
際
宇
る
所
以
友
h

り
と
し
、
大
船
製
池
を
許
寸
以
上
、
之
に
際

，.、

V

4

，12
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は
卓
見
と
い
は
ざ
る
を
得
た
い
。
而
し
て
そ
の
改
正
の
方
法
と

し
で
は
‘
船
改
合
所
と
産
物
舎
所
と
の
設
置
で
る
る
が
、
大
飽
海

路
に
よ
る
揚
合
と
陸
路
の
揚
合
と
を
分
ち
、
前
者
に
つ
い
て
は

を
園
極
要
の
地
に
舶
改
合
所
粂
産
物
合
同
所
を
設
け
、
入
津
及
積

出
の
雨
揚
合
に
若
干
の
税
を
徴
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
も
曾
所

に
於
て
費
出
・
貿
入
の
揚
合
に
素
干
の
税
を
徴
す
る
が
、
農
民

が
そ
の
徐
嘩
敢
に
成
る
物
品
を
寅
出
す
揚
A
口
に
は
賓
主
税
を
課
せ

た
い
。
而
し
て
課
税
に
よ
る
凝
金
を
以
て
、
文
武
の
費
用
、
関

拓
の
費
用
に
供
し
、
幕
府
用
舶
は
之
を
問
屋
に
貸
付
け
冥
加
金

を
徴
ナ
る
。
そ
の
他
民
主
に
射
し
金
融
の
詮
を
開
く
。
治
種
々

た
る
黙
に
亙
っ
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
犬
憾
の
骨
子
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は
右
の
如
く
で
あ
ら
う
。
大
凡
以
上
の
如
き
仕
法
を
採
用
す
る

な
ら
ば
『
沿
海
御
取
締
相
立
、

〆
寅
〆
買
密
交
易
等
之
思
も
佐
…

之
、
利
権
全
く
商
賓
の
み
に
腕
し
不
申
、
富
国
強
兵
之
御
基
本

も
相
立
可
申
』
と
述
べ
、
更
に
諸
藩
に
で
も
大
船
舶
を
作
り
、

外
国
と
取
引
す
る
勢
に
移
る
べ
き
は
眼
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

そ
れ
ま
で
に
通
商
僚
約
岡
へ
合
所
を
泣
き
役
人
を
駐
叩
仰
せ
し
め
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し
め
、
右
各
国
の
改
合
所
へ
着
津
の
上
、
舎
所
役
人
に
取
引
直

組
致
し
、
費
高
に
感
じ
五
分
の
税
を
納
め
し
む
べ
き
と
と
を
論

じ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
上
申
書
に
漣
べ
た
こ
と
は
焦
眉
の
念

務
で
あ
る
か
ら
夫
々
御
賢
考
の
上
、

取
調
方
を
御
勘
定
奉
行
弁

に
私
北
九
へ
仰
付
ら
れ
た
い
旨
を
活
べ
て
、
上
申
書
を
終
っ
て
ゐ

る
。
共
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
後
考
に
倹
つ
外
泣
い
が
、
賓
現

に
は
至
ら
左
か
っ
た
も
の
で
る
ら
う
。


